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一人ひとりの個性を生かした教育の推進

「山梨県総合計画」政策別実施状況

政策 1 一人ひとりの個性を生かした教育の推進 計画掲載施策数 13

【政策の基本的な考え方】
　家庭の経済環境などによる教育格差を生じさせることなく、一人ひとりに向き合った
きめ細かで質の高い教育を実現するためには、教員の資質向上を図るとともに、教員が
きちんと子どもと向き合うための時間を確保し、よりきめ細かな指導を行っていく必要
があります。
　このため、学校教育における教員の負担軽減や相談支援体制の強化とあわせて、公立
の小中学校における少人数教育の計画的、段階的導入により、教育環境の充実を図り、
一人ひとりに向き合った、きめ細かで質の高い教育を受けることができる環境の実現を
図ります。
　また、幼児期は成長の土台を作る貴重な時期であることから、小学校就学前から、本
県の豊かな自然環境を生かした活動などを通じて、子どもたちの知的好奇心や感性を育
む幼児教育の充実を図ります。

令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

◯ 知事と教育委員会の連携による教育行政の推進 P.45 県 民 生 活 部

◯ 25 人を基本とする少人数教育の推進 P.45 教 育 委 員 会

◯ 学力向上に向けた取り組みの推進 P.45 教 育 委 員 会

◯ いじめ対策・不登校等支援のための体制整備 P.46 教 育 委 員 会

◯ 学校における働き方改革の推進 P.46 教 育 委 員 会

◯ ＩＣＴを活用した人材育成 P.47 教 育 委 員 会

◯ グローバル人材の育成 P.47 教 育 委 員 会

◯ 公立高等学校等の就学支援 P.48 教 育 委 員 会

◯ 魅力ある高校づくりの推進 P.48 教 育 委 員 会

◯ 一人ひとりに応じた特別支援教育の推進 P.48 教 育 委 員 会

◯ 私立学校の振興 P.49 県 民 生 活 部

◯ 自然保育の導入の促進 P.50 子育て支援局

◯ 次代のやまなしを支える人材の育成 P.50 県民生活部　外

事 

業 

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 32,482 百万円

前年度までの事業費 23,571 百万円

本年度の事業費 8,911 百万円

戦略 2 次世代「やまなし」投資戦略
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一人ひとりの個性を生かした教育の推進

（成果指標に関連する）施策名	 （成果指標担当部局名）

成　果　指　標
基 準 値

（基準年度）
A

目 標 値

（目標年度）
B

現 況 値

（現況年度）
C

進捗率（%）

2-1-3　学力向上に向けた取り組みの推進	 （教育委員会）

「全国学力・学習状況調査」の全
国平均正答数との比較割合

99.6％

（H30）

100％超

（R  4）

98.8％

（R  4）
△ 200.0

2-1-4　いじめ対策・不登校等支援のための体制整備	 （教育委員会）

いじめ解消率

小中学校

99.1％

高等学校

95.4％

（H29）

小中学校

99.4％

高等学校

98.2％

（R  4）

小中学校

99.1％

高等学校

97.3％

（R  3）

小中学校

0.0

高等学校

67.9

2-1-5　学校における働き方改革の推進	 （教育委員会）

月当たり正規の勤務時間を 80 時
間以上超過する教育職員の割合

32.5％

（H29）

0.0％

（R  4）

24.4％

（R  4）
24.9

2-1-7　グローバル人材の育成	 （教育委員会）

高等学校卒業段階でＣＥＦＲ　Ａ
2レベル相当以上を達成する生徒
の割合

37.3％

（H30）

49％

（R  4）

48.5％

（R  4）
95.7

2-1-12　自然保育の導入の促進	 （子育て支援局）

自然保育の活動量が増えた保育所
等の数

－
100 園

（H31 比）

77 園

（R  4）
77.0

2-1-13　次代のやまなしを支える人材の育成	 （県民生活部）

若手研究者への研究支援の人数
9名

（H30）

11 名程度

（R  4）

10 名

（R  4）
50.0

C－A
B－A

×100

成
果
指
標
の
達
成
状
況
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主要な施策の成果

一人ひとりの個性を生かした教育の推進

（予算科目　単位：千円）

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

知事と教育委員会
の連携による教育
行政の推進

　　　 　知事と教育委員会が、本県の教育についてのあるべ

き姿を共有し、連携して取り組んだ。

　これにより、一人ひとりに向き合ったきめ細かで質

の高い教育行政の推進に寄与した。

①総合教育会議の開催� 1 回
【私学・科学振興課】

①

25 人を基本とす
る少人数教育の推
進

教 育 指 導 費 　一層きめ細かで質の高い教育を実現するため、学校

関係者等による検討を経て、計画的・段階的に 25 人

を基本とする少人数教育の推進を図った。

　これにより、令和 5 年 4 月から小 3 に 25 人学級を

導入した。

①少人数教育推進検討委員会の開催� 5 回

② 25 人学級導入の影響が及ばない市町村での先進的

で特色ある教育活動への支援� 7 市町村

（ 10,840）

6,975

【義務教育課】

①②

②

学力向上に向けた
取り組みの推進

教 育 指 導 費 　全国学力・学習状況調査等で得られた課題や成果を

踏まえ、教員の授業力を高める取り組みや、家庭学習

の確保及び地域連携の推進に努めた。

　これにより、教育指導の充実が図られ、児童生徒の

学力の向上につながった。

（ 14,383）

【義務教育課】

①②③④⑤

12,996

①②③④⑤

①県内の中学校 2年生を対象に山梨県学力把握調査を

実施

② 1人 1台端末で活用できる国語及び算数・数学の電

子教材を作成・配布

③ＩＣＴ活用推進校における研究授業を動画配信し、

県内の学校及び教職員に周知

④指定校における「ＣＡＮ－ＤＯリストに基づく指導・

評価」の研究を通じ、英語教育の授業改善を実施

⑤学力向上フォーラム等を実施し、1 人 1 台端末を活

用した授業改善や家庭学習の在り方を県内の学校へ

周知
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（予算科目　単位：千円）

一人ひとりの個性を生かした教育の推進

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

いじめ対策・不登
校等支援のための
体制整備

教 育 指 導 費 　各学校におけるいじめ・不登校の実態に応じたより

きめ細やかな対策を行うため、スクールカウンセラー

の配置を拡充するとともに、市町村と連携した不登校

支援のための環境づくりを進めた。

　これにより、教育相談体制の充実が図られ、いじめ

の解消や不登校児童生徒へのきめ細やかな支援につな

がった。

①市町村不登校担当者会議の開催� 3 回

②教育支援センター設置推進会議の開催� 3 回

③スクールカウンセラーの配置� 小学校　166 校

� 中学校　  79 校

� 高等学校　  12 校

（ 149,730）

142,850

【特別支援教育・児童生徒支援課】
①②③

①②③

学校における働き
方改革の推進

教 育 指 導 費 　教員の業務改善及び負担軽減のため、学校における

働き方改革に関する取組方針や部活動ガイドライン等

に基づく取り組みを推進するとともに、児童生徒の学

力向上及び教員の負担軽減に向けた専門スタッフを小

中学校に配置した。

　これにより、教員の勤務時間の把握ができるととも

に、教員の業務改善及び負担軽減が進展した。

①「山梨県の公立学校における働き方改革に関する取

組方針」に基づく取り組みの推進

②山梨県の公立学校における働き方改革推進委員会の

開催� 2 回

③部活動指導員の配置� 34 校

④統合型校務支援システムの構築・運用　

⑤学力向上支援スタッフの配置� 184 校

⑥スクール・サポート・スタッフの配置� 126 校

（ 315,177）

【教育企画室】

①②

【保健体育課】

①③

【義務教育課】

①④⑤⑥

【高校教育課】

①

【特別支援教育・児童生徒支援課】

①

295,081

①②④⑤⑥

体 育 振 興 費

（ 10,435）

7,650

③
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（予算科目　単位：千円）

一人ひとりの個性を生かした教育の推進

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

ＩＣＴを活用した
人材育成

教 育 指 導 費 　Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0 時代を生きる力を育むため、国の

動向を踏まえ山梨県ＩＣＴ活用教育推進ビジョン（仮

称）の策定に向け検討を行うとともに、ＩＣＴ活用指導

力を向上させるための教員研修やＩＣＴ環境の整備を

行った。

　これにより、ＩＣＴを活用した教育の進展や、新型コ

ロナウイルス感染症の影響下におけるＩＣＴ等を活用し

た子どもたちの学びの機会の保障に寄与した。

①これまでの教育実践とＩＣＴを最適に組み合わせた

教育の推進（学びの機会の保障にも対応した遠隔教

育を含む）

②ＩＣＴ活用指導力向上のための教員研修の実施

③県立学校のＩＣＴ環境の整備

④県立学校のＢＹＯＤ＊（Ｂｒｉｎｇ・Ｙｏｕｒ・Ｏｗｎ・

Ｄｅｖｉｃｅ）導入� 令和 4年 4月

（ 609,485）

【教育企画室】

①②③④

【義務教育課】

①②

【高校教育課】

①②③④

【特別支援教育・児童生徒支援課】

①②③④

【学校施設課】

③

603,475

③

全日制高等学校管理費

（ 40,480）

40,480

③

グローバル人材の
育成

教 育 指 導 費 　国際的に活躍できるグローバル人材を育成するため

に、小中学校と外国語教育や国際理解教育の連携を図

り、学びを接続させるとともに、外国語によるコミュ

ニケーション能力、幅広い教養、問題解決能力等の国

際的素養、異文化理解の精神を県立高校生に身に付け

させる取り組みを推進した。

　これにより、県立高校生の国際バカロレア資格取得

への道を開くとともに、外国語担当教員の指導力等向

上に寄与した。

①英語指導力向上に資する研修� 3 回

②ＡＬＴ指導力等向上に資する研修� 令和 4年 9月

③小中高外国語教育連携研修� 令和 4年 8月

④国際バカロレア＊（ＩＢ）認定校� 1 校

（ 4,793）

【高校教育課】

①②③④

4,608

④
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（予算科目　単位：千円）

一人ひとりの個性を生かした教育の推進

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

公立高等学校等の
就学支援

教 育 指 導 費 　公立高等学校や特別支援学校に通う生徒の保護者等

の経済的負担を軽減するため、就学に要する経費等に

対して支援を行った。

　これにより、生徒が安心して就学できる環境の整備

が図られた。

①就学支援金等による教育のための支援

　　就学支援金（学び直しを含む）� 12,884 人

　　山梨県高等学校奨学給付金� 1,284 人

　　低所得世帯への県立高等学校の入学料の減免

� 137 人

　　入学サポート事業による支援� 383 人

　　特別支援教育就学奨励費補助� 892 人

　　ＢＹＯＤに関する支援� 606 人

（ 30,077）

【高校教育課】

①

【特別支援教育・児童生徒支援課】

①

【教育企画室】

①

29,919

①

諸 費

（ 1,775,563）

1,749,629

①

魅力ある高校づく
りの推進

教 育 指 導 費 　外国籍生徒の受け入れや不登校生徒等の高校進学対

策、地域における学校のあり方、コミュニティスクー

ル制度の導入などについて検討を行い「山梨県立高等

学校長期構想 2020」を推進した。

　これにより、魅力ある高校づくりの推進に寄与した。

①全国募集実施校� 5 校

②コミュニティスクール制度実施校� 4 校

（ 565）

【高校教育課】

②

【教育企画室】

①

215

②

一人ひとりに応じ
た特別支援教育の
推進

　　　 　児童生徒の障害の状態やニーズに応じて、その可能

性を最大限に伸ばすことができる切れ目のない多様な

学びの場を整備するため、「やまなし特別支援教育推

進プラン 2020」に基づき取り組みを推進した。

　これにより、一人ひとりに応じた特別支援教育の充

実を図った。

①通級指導教室の設置� 31 校

②特別支援教育に関する教員研修の実施� 13 回

【特別支援教育・児童生徒支援課】

①②
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（予算科目　単位：千円）

一人ひとりの個性を生かした教育の推進

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

私立学校の振興 私 学 振 興 費 　特色ある教育を行う私立学校に対し、必要な支援を

行うとともに、高等学校のほか、専修学校においても

保護者等の経済的負担を軽減し、生徒等が安心して就

学等できるよう支援した。

　これにより、私立学校の教育条件の維持向上・学校

運営の安定化及び高等学校・専修学校の生徒等に係る

教育の機会均等に寄与した。

①私立学校の運営費への補助

　　小・中・高� 22 校

　　専修学校� 6 校

　　各種学校� 1 校

②私立高等学校等が行う災害等特別な事由により生活

が困窮した世帯への授業料の減免への補助

　　高等学校� 1 校　1人

　　中学校� 3 校　3人

　　小学校� 3 校　5人

③私立学校が行う被災児童等の授業料等の減免への補

助

④私立高等学校等就学支援金の交付

　　高等学校� 15 校　8,164 人

　　専修学校� 1 校　5人

⑤私立高等学校等奨学給付金の交付

　　高等学校〔県内〕　� 15 校　460 人

　　　　　　 〔県外〕� 39 校　120 人

　　専修学校〔県内〕� 1 校　3人

　　　　　　 〔県外〕� 1 校　1人

⑥私立高等学校等学び直し支援金の交付

　　高等学校� 4 校　9人

⑦私立高等学校入学準備サポート事業給付金の交付

　　高等学校〔県内〕� 12 校　111 人

　　　　　　 〔県外〕� 9 校　18 人

【私学・科学振興課】

①②③④⑤⑥⑦

（ 5,125,756）

5,087,901

①②③④⑤⑥

⑦
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（予算科目　単位：千円）

一人ひとりの個性を生かした教育の推進

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

自然保育の導入の
促進

児童福祉総務費 　自然保育の導入を推進するため、人材育成や普及啓

発等を行った。

　また、愛宕山こどもの国を自然の中で健康な身体と

豊かな情操を育むための自然保育の拠点として活用で

きるよう、斜面地を活かした遊具の全面リニューアル

や、工作体験室などの機能を備えた「管理・研修棟」

などを整備した。

①自然保育活動事例の県ホームページ掲載� 18 園

②自然保育活動表彰（知事表彰）� 5 園

③愛宕山こどもの国再整備工事の実施

④自然保育講演会の開催� 1 回

（ 980,161 ）

【子育て政策課】

①②③④

918,187

［ 27,170］

②③④

次代のやまなしを
支える人材の育成

企 画 総 務 費 　次代のやまなしを支える人材育成を図るため、「山梨

県大村智人材育成基金」を活用し、中高生の優秀な研

究等を表彰するとともに、若者の海外留学や若手研究

者の研究環境の充実などに向けた取り組みを支援した。

　これにより、グローバルな視野、高度な知識・技術

などをもつ若者や若手研究者の育成に寄与した。

①若者の海外留学に対する支援� 1 人

②若手研究者の研究活動に対する支援� 10 人

③大村智自然科学賞表彰� 中学生　　1人 　　　

� 高校生　1団体（3人）

（ 11,053）

【私学・科学振興課】

①②

【義務教育課】

③

【高校教育課】

③

10,761

①②

教 育 指 導 費

（ 311 ）

180

③

― 50 ―



産業を支える人材の育成・確保

「山梨県総合計画」政策別実施状況

政策 2 産業を支える人材の育成・確保 計画掲載施策数 10

【政策の基本的な考え方】

　産業構造が大きく変化する中で、求められる人材は大きく変化しており、それに対応

した人材育成を図るとともに、若者の県外への流出を防ぎ、県内への定着を図るために、

県内企業への就職を促していく必要があります。

　このため、既存の産業人材育成のための教育機関等を十分に活用する中で、産業界と

の連携などにより、地域の産業に求められる技術等を習得する機会を提供し、地元で活

躍する人材の育成を進めるとともに、山梨で働く魅力を周知し、県外ではなく県内で就

職することや、ＵＩターンを促すこと、雇用シェア（在籍者出向制度）を推進すること

などにより、必要な人材の確保を図ります。

令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

◯ キャリア教育の充実 P.53 教 育 委 員 会

◯ 産業人材の育成に向けた高校教育の充実 P.53 教 育 委 員 会

◯ 県立大学における県内産業界を支える人材育成 P.54 県 民 生 活 部

◯ 新卒者のＵＩターン就職の促進 P.54 産 業 労 働 部

◯ 技術系人材の育成・確保 P.55 産 業 労 働 部

◯ デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）を支えるＩＣ
Ｔ人材の確保・育成

P.55 知 事 政 策 局

◯ 農業の多様な担い手の確保・育成 P.56 農 政 部

◯ 林業の担い手の確保・育成 P.57 林 政 部

◯ 建設産業の担い手の確保・育成 P.57 県 土 整 備 部

◯ 雇用対策の推進 P.58 産 業 労 働 部

事 

業 

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 6,045 百万円

前年度までの事業費 4,550 百万円

本年度の事業費 1,495 百万円

戦略 2 次世代「やまなし」投資戦略
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産業を支える人材の育成・確保

（成果指標に関連する）施策名	 （成果指標担当部局名）

成　果　指　標
基 準 値

（基準年度）
A

目 標 値

（目標年度）
B

現 況 値

（現況年度）
C

進捗率（%）

2-2-1　キャリア教育の充実	 （教育委員会）

キャリア・パスポートを用い、将
来の生き方・在り方等を考える活
動を行っている県立高校の割合

0％
（H30）

100％
（R  4）

77.8％
（R  4）

77.8

2-2-2　産業人材の育成に向けた高校教育の充実	 （教育委員会）

専攻科第 2期卒業生の県内企業へ
の就職率

―
100％

（R  4）
100.0％
（R  4）

100.0

2-2-3　県立大学における県内産業界を支える人材育成	 （県民生活部）

県立大学卒業生の県内就職率
50％

（H30）
50％以上
（R  3）

50.6％
（R  4）

101.2

2-2-4　新卒者のＵＩターン就職の促進	 （産業労働部）

県出身学生等（新卒者）のＵター
ン就職率

26.5％
（H30）

30.0％
（R  4）

26.7％
（R  4）

5.7

2-2-5　技術系人材の育成・確保	 （産業労働部）

産業技術短期大学校、峡南高等技
術専門校、宝石美術専門学校の定
員充足率

83.3％
（H31）

88％
（R  4）

60.5％
（R  4）

△ 485.1

2-2-6　デジタルトランスフォーメーション（DX）を支えるＩＣＴ人材の確保・育成
	 （知事政策局）

本事業のインターンシップ受入企
業数

10 社
（H30）

15 社
（R  4）

17 社
（R  4）

140.0

2-2-7　農業の多様な担い手の確保・育成	 （農政部）

新規就農者数
303 人 /年
（H30）

340 人 / 年
（R  4）

331 人 / 年
（R  4）

75.7

2-2-8　林業の担い手の確保・育成	 （林政部）

林業への新規就業者数
41 人 /年
（H30）

50 人 /年
（R  4）

34 人 /年
（R  4）

△ 77.8

2-2-10　雇用対策の推進	 （産業労働部）

雇用者に占める正規職員の割合
65.9％

（H29）
67.2％
（R  4）

69.3％
（R  4）

261.5

C－A
B－A

×100

成
果
指
標
の
達
成
状
況
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主要な施策の成果

産業を支える人材の育成・確保

（予算科目　単位：千円）

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

キャリア教育の充
実

教 育 指 導 費 　自己を理解し自ら学ぼうとする力、郷土への理解を

深め他者と協働し積極的に社会を形成する力、多様な

課題に主体的に対応する力、具体的なビジョンに基づ

くキャリアプランニング能力を育成するため、体系的・

系統的なキャリア教育の実施、キャリア・パスポート

の活用等を推進した。

　また、地元に就職する人材を育成するために、外部

人材（企業・大学等）と学校が協力して、プログラム

を開発した。

　これらにより、生徒のキャリア形成に寄与した。

①体験型学習プログラムの実施� 27 校　159 件

②キャリア・パスポートを用い、将来の生き方・在

り方等を考える活動を行っている県立高校の割合

� 77.8％

（ 13,500）

【高校教育課】

①②

10,264

①

産業人材の育成に
向けた高校教育の
充実

教 育 指 導 費 　機械電子産業界等との連携を強化し、工業系高校生

の技術力を向上させることなどにより、生徒の地域産

業の魅力に対する理解を深め、本県の産業発展のため

に活躍できる人材を輩出した。

　また、ワイン産業の中核を担う人材を育成するため、

産学官が連携した実践的な教育課程を実施した。

　これにより、産業人材の育成に寄与した。

①甲府工業高校専攻科創造工学科

� 二期生　県内企業就職率　100.0％

②工業系高校生 2、3 年生の技能検定等国家資格取得

の延べ人数割合� 78.6％

③工業系高校生の就職内定率� 100％（全日制）

④マイスター・ハイスクール＊指定校� 1 校

（ 18,982）

13,336

【高校教育課】

①②③④

①②③④
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（予算科目　単位：千円）

産業を支える人材の育成・確保

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

県立大学における
県内産業界を支え
る人材育成

　　　 　県立大学から観光産業などの県内産業、福祉・教育・

看護分野などへ優秀な人材を輩出するため、県内企業

等と連携して実施する「Ｍｉｒａｉ　プロジェクト」

などの県内就職率の向上に向けた県立大学の取り組み

を支援した。

　これにより、県立大学生の県内産業等への関心を高

めるとともに、県内産業界を支える人材の育成に寄与

した。

①県立大学卒業生の県内就職率� 50.6％

【私学・科学振興課】

①

新卒者のＵＩター
ン就職の促進

雇 用 対 策 費 　県内の産業活動を支える人材を確保するため、やま

なし暮らし支援センターにおいて就職支援を行うとと

もに、県内企業や学校等との連携により、ＵＩターン

就職につなげる機会の拡大を図った。

　また、インターンシップの相談窓口において、県内

企業へのインターンシップのマッチングを支援し、県

内外の大学生等の県内就職を促進した。

　これにより、定住人口の確保及び県内企業が必要と

する人材の確保に寄与した。

①やまなし暮らし支援センターにおける就職相談件数

� 1,748 件

②ＵＩターン就職促進協定校と連携した座談会の開催

� 2 回　参加学生　58 人

③インターンシップ相談窓口における相談者数� 139 人

　　うちインターンシップ参加者数� 延べ 49 人

④合同就職フェア等の開催

� 2 回　企業延べ 78 社、求職者 62 人

（ 19,430）

【労政人材育成課】

①②③④

15,111

①②③④
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（予算科目　単位：千円）

産業を支える人材の育成・確保

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

技術系人材の育
成・確保

職業能力開発振興費 　本県産業を支える技術系人材を育成・確保するため、

産学官が連携して策定するアクションプランや産業技

術短期大学校及び峡南高等技術専門校における人材育

成プランに基づく取り組みの推進を図るとともに、宝

石美術専門学校における人材育成の充実、機械電子産

業関連企業に就職する大学生等の奨学金の返還や産業

技術短期大学校等への就学を支援した。

　これにより、技術系人材の育成を推進し、本県産業

への人材供給に寄与した。

①産学官連携人材確保・育成推進会議の開催

� 令和 4年 8月

②県内機械電子産業就職者への奨学金返還支援

� 認定者 25 人

③産業技術短期大学校等の学生への就学給付金支給

� 28 人

④産業技術短期大学校等の入学料減免適用人数

� 21 人

⑤学校運営連絡会議・学校関係者評価委員会の開催

　　（宝石美術専門学校）� 4 回

（ 14,520）

【労政人材育成課】

①②③④

【産業振興課】

⑤

14,387

①②

職業能力開発総務費

（ 14,480）

12,530

③

宝石美術専門学校費

（ 64,611）

62,963

⑤

デジタルトランス
フォーメーショ
ン（ＤＸ）を支え
るＩＣＴ人材の確
保・育成

情 報 管 理 費 　事業者団体が実施しているインターンシップ等の事

業について情報提供の協力を行うとともに、県内ＩＣ

Ｔ企業に従事する技術者向けに先端技術のスキル習得

のための講座の実施や、ＡＩスキルの基礎を学習して

きた学生や社会人を対象としたスキルの実践の場とな

るハッカソン＊を開催した。

　これにより、県内大学等に在学する学生の県内就職

の促進や、ＡＩやデータ利活用を支えるＤＸ人材の育

成に寄与した。

①インターンシップの実施

� 参加学生 69 人　受入企業 17 社

②企業ガイダンスの開催

� 参加学生 62 人　参加企業 21 社

③ＡＩ・データ利活用スペシャリスト育成講座の参加者

� 20 人

④ＡＩハッカソン＊の参加者� 23 人

（ 8,643）

7,818

③④

【ＤＸ推進グループ】

①②③④
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（予算科目　単位：千円）

産業を支える人材の育成・確保

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

農業の多様な担い
手の確保・育成

農業改良普及費 　農業の多様な担い手を確保・育成するため、効率

的な民間サイトを活用した情報発信や県内外での就

農相談会等の開催、就農希望者への技術習得研修の

実施、企業の農業参入等に取り組んだ。

　これにより、新規就農者数は 331 人と平成 22 年度

以降最高を記録するとともに、参入等企業数も 11 社

となるなど、農業の多様な担い手の確保・育成に寄

与した。

①就農支援マネージャーの設置� 2 人

②就農相談会の開催� 合計 13 回

� （県内 4回　県外 5回　オンライン 4回）

③新規就農者育成総合対策事業による補助金の交付

　　就農準備資金� 28 人

　　経営開始資金� 85 人

　　経営発展支援事業� 8 人

④やまなしあぐりゼミナールの受講者� 33 人

⑤就農情報の発信

　　ホームページの設置

　　オンラインイベントの開催 3回参加者延べ 167 人

⑥親元就農者経営安定支援事業による補助金の交付

� 16 人

⑦ワーケーション向け農業体験メニューの開発支援

� 2 町

⑧参入及び規模拡大企業数� 11 社

⑨企業の農業参入に向けた基盤整備

� 中山地区　外 10 地区

（ 248,275）

【担い手・農地対策課】

①②③④⑤⑥⑦⑧

【畜 産 課】

②

【耕 地 課】

⑨

218,545

①②③④⑤⑥

⑦⑧

土 地 改 良 費

（ 1,644,838）

878,951

［ 765,887］

⑨
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（予算科目　単位：千円）

産業を支える人材の育成・確保

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

林業の担い手の確
保・育成

緑のふるさと推進事業費 　林業経営の効率化と適正な森林の管理を一体的に促

進するため、経営セミナーの開催などにより意欲と能

力のある林業経営体を育成するとともに、技術研修会

の開催や県立農林大学校の運営などにより、高度な知

識と技術を身に付けた林業の担い手の確保・育成に取

り組んだ。

　また、次代を担う子どもたちが森林の役割や木の魅

力等に関する理解を深めるため、森林体験活動や木育

に取り組む教育機関等への支援を行った。

　これにより、林業の担い手の確保・育成や子どもた

ちの森林・林業に関する理解促進に寄与した。

①新規就業者の確保

　　新規就業者数� 34 人

　　森林林業体験ツアーの開催� 1 回

　　インターンシップの実施� 参加者 12 人

②林業経営体の育成

　　現場管理責任者育成研修の実施� 11 日間

　　経営セミナーの開催� 2 回

　　育成経営体の運営� 2 件

③農林大学校森林学科の運営

　　農林大学校森林学科の運営・実習機材等の整備

　　農林大学校森林学科受験者� 12 人

④森林体験活動や木育の取り組みへの支援� 10教育機関

（ 2,802）

【森林整備課】

④

【林業振興課】

①②③

2,725

④

林業振興指導費

（ 63,819）

61,590

①②③

建設産業の担い手
の確保・育成

建設業指導監督費 　「地域の守り手」としての役割が期待される建設産

業の持続的な発展のため、建設業関係団体等と連携し、

有識者等による会議や高校生の建設業への入職を促進

する事業を実施した。

　これにより、建設産業の担い手確保・育成や生産性

向上等に寄与した。

①建設産業担い手確保・育成産学官連携会議等の開催

� 3 回

②インターンシップの実施� 参加者 8人

③若手技術者等との意見交換会

� 参加者 254 人（6回）

④技術者等による出前講座・建設産業説明会

� 参加者 384 人（9回）

⑤就職・進学パンフレットの作成、配布� 16,000 部

⑥新規入職者フォローアップ意見交換会

� 参加者 28 人

⑦ i-Construction＊の推進会議の開催� 2 回

⑧ＩＣＴ施工研修会等の実施� 参加者 87 人（5回）

（ 2,848）

【建設業対策室】

①②③④⑤⑥

【技術管理課】

⑦⑧

1,708

①②③④⑤⑥

土 木 総 務 費

（ 1,367）

1,164

⑦⑧
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（予算科目　単位：千円）

産業を支える人材の育成・確保

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

雇用対策の推進 商 工 総 務 費 　新型コロナウイルス感染症に起因する離職者、正規

雇用を希望していながら不本意に非正規雇用で働いて

いる方や無業の方への就職支援を行うとともに、県内

企業や関係機関との連携により、本県の成長分野にお

ける良質で安定的な雇用の確保及び定着を図った。

　これにより、求職者等の希望・適性に応じた就職や県

内中小企業が必要とする人材の確保・定着に寄与した。

①やまなし就職氷河期世代活躍支援プラットフォーム

会議の開催� 令和 4年 7月、令和 5年 1月

②就職氷河期世代を正規雇用した事業主に対する助成

金支給件数� 15 件

③就職氷河期世代を自社内で正社員化した事業主に対

する助成金支給件数� 50 件

④やまなし地域活性化雇用創造プロジェクト実施によ

る正社員雇用者数� 99 人

⑤地域活性化雇用創造プロジェクト対象業種を中心と

した合同就職面接会の開催

　　令和4年 9月開催� 企業131社、求職者136人参加

⑥離職者等に対する職業訓練の実施

� 　　49 コース、受講者 447 人

【産業政策課】

④

【労政人材育成課】

①②③⑤⑥

（ 11,130）

8,381

④

雇 用 対 策 費

（ 51,127）

31,117

①②③⑤

職業能力開発校費

（ 184,478）

154,328

⑥
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文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

「山梨県総合計画」政策別実施状況

戦略 2 次世代「やまなし」投資戦略

政策 3 文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮 計画掲載施策数 5

【政策の基本的な考え方】

　子どもたちがこれからの時代を「生きる力」を育むためには、バランスのとれた知・徳・

体の育成が必要です。また、生涯を通じて、文化芸術やスポーツにふれあい親しむ機会

があることで人生が豊かになり、地域の活性化にもつながります。

　このため、学校教育での取り組みに加え、文化芸術基本条例に基づいた文化芸術振興

策や、東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機とした取り組みにより、文化芸

術、スポーツの振興を推進し、自己の可能性を最大限に発揮して自分らしく豊かに暮ら

すための地域づくりの実現につなげます。

令
和
4
年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

◯ 文化芸術の総合的な振興 P.61 観光文化・スポーツ部

◯ 文化財の次世代への継承とまちづくりや地域振興への活用 P.61 観光文化・スポーツ部

◯ 競技力向上の推進 P.62 観光文化・スポーツ部

◯ 一人一スポーツの推進 P.62 観光文化・スポーツ部 外

◯ 障害者のスポーツ活動・文化芸術活動等の充実 P.63 観光文化・スポーツ部 外

事 

業 

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 2,257 百万円

前年度までの事業費 1,468 百万円

本年度の事業費 789 百万円
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文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

（成果指標に関連する）施策名	 （成果指標担当部局名）

成　果　指　標
基 準 値

（基準年度）
A

目 標 値

（目標年度）
B

現 況 値

（現況年度）
C

進捗率（%）

2-3-2　文化財の次世代への継承とまちづくりや地域振興への活用	 （観光文化・スポーツ部）

文化財保存活用地域計画策定市町
村数

0市町村

（H30）

7 市町村

（R  4）

4 市

（R  4）
57.1

2-3-3　競技力向上の推進	 （観光文化・スポーツ部）

若手指導者を育成・強化している
競技団体の割合

24.4％

（H30）

84.8％

（R  4）

61.0％

（R  4）
60.6

2-3-4　一人一スポーツの推進	 （観光文化・スポーツ部）

（過去1年間の）スポーツ未実施率
20.3％

（H30）

12.0％

（R  4）

21.3％

（R  4）
△ 12.0

2-3-5	障害者のスポーツ活動・文化芸術活動等の充実	 （福祉保健部）

障害者文化展（障害者文化芸術
フェスティバルの部門事業）への
出展作品数

1,144 点

（H30）

1,170 点

（R  4）

1,041 点

（R  4）
△ 396.2

C－A
B－A

×100

成
果
指
標
の
達
成
状
況
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主要な施策の成果

文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

（予算科目　単位：千円）

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

文化芸術の総合的
な振興

芸術文化振興費 　心豊かな県民生活及び活力ある地域社会の実現並び

に地域の活力の向上に寄与するため、新しい生活様式

に対応しながら、やまなし県民文化祭の開催など、文

化芸術の振興に関する施策を推進した。県立美術館な

どの文化施設では、感染症対策を実施した上で企画展

の開催や教育普及事業の実施、展望環境の充実を図る

など、県民が文化芸術に親しむ機会を提供した。

　これにより、文化芸術の総合的な振興に寄与した。

①やまなし県民文化祭の開催（総合・部門別フェスティ

バル）� 令和 3年 8月～令和 4年 2月

� 実施回数 16 回　参加者 9,896 人

②芸術劇場の開催� 令和 3年 6月～令和 4年 1月

� 実施回数 5回

③やまなしメディア芸術アワードの開催

� 令和 4年 11 月～令和 5年 1月

� 県内外から 279 作品の応募

④企画展・特別展の開催� 10 回

� 観覧者数 125,290 人

⑤教育普及事業� 年間合計 756 回

� 参加者 57,587 人

⑥県立美術館ビジョンの策定

⑦メタバース空間活用事業

　　　令和 4年 11 月　メタバースギャラリーオープン

　　　令和 5年 2月～ 3月

� たかくらかずき「メカリアル展」

（ 255,263）

【文化振興・文化財課】

①②③④⑤⑥⑦

200,100

①②③⑥⑦

美 術 館 費

（ 70,853）

60,770

④⑤

文 学 館 費

（ 19,370）

15,915

④⑤

博 物 館 費

（ 58,100）

57,401

④⑤

考古博物館費

（ 12,637）

11,944

④⑤

文化財の次世代へ
の継承とまちづく
りや地域振興への
活用

文化財保護費 　文化財の次世代への継承と地域振興などへの活用を

図るため、文化財保存活用大綱に基づく地域の取り組

みを支援した。

　これにより、地域における文化財の計画的な保存と

活用の推進に寄与した。

①文化財保存活用地域計画策定市町村

� 国認定 4市、策定中 1市

②文化財新任職員等研修会� 1 回

③市町村埋蔵文化財専門職員等研修� 22 回

④指定文化財を保存するための修繕等に対する助成

� 80 件

（ 494,580）

270,244

［ 71,495］

【文化振興・文化財課】

①②③④

①②③④
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（予算科目　単位：千円）

文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

競技力向上の推進 体 育 振 興 費 　競技人口の増加と競技力の向上を図るため、小中学

生の選手の発掘と育成を行った。

　また、若手指導者に対し、公認スポーツ指導者資格

の取得を促した。

　更に、県有スポーツ施設の整備・改修に向け検討を

行った。

　これにより、将来の活躍が期待されるジュニア選手

の育成と指導者の資質向上に寄与した。

①ジュニア選手の発掘・育成に関する取り組み支援

　　発掘事業� 28 競技団体　延べ 106 回

　　育成練習会� 31 競技団体　延べ 1,039 回

②公認スポーツ指導者資格の取得支援

� 25 競技団体　68 人

③他県のスポーツ施設の事例について調査

【スポーツ振興課】

①②③

（ 171,498）

138,728

①②

一人一スポーツの
推進

体 育 振 興 費 　若年期から高齢期までライフステージに応じた生涯

スポーツを推進するため、一人一スポーツを実現に向

けた取り組みを進めた。

　また、市町村や学校、民間のスポーツクラブなどと

協力して、身近な地域でスポーツに参加できる機会の

創出を図った。

　これにより、生涯にわたる豊かなスポーツライフの

実現に寄与した。

①一人一スポーツを実現する具体的方策を検討する山

梨県スポーツ推進審議会を開催� 1 回

②広域スポーツセンターを設置し、総合型地域スポー

ツクラブの設立・運営の支援

� 市町村訪問　令和 4年 7月～ 10 月

③やまなし総合型クラブフェスタ� 令和 4年 11 月

④やまなしスポーツ情報ネットの運用による情報発信

⑤県立学校体育施設開放事業� 参加者 10,590 人

⑥目指せやまなしチャンピオン事業� 参加校　20 校

⑦もっと楽しい体育事業で体力アップ事業

� 参加校　30 校

（ 16,564）

【スポーツ振興課】

①②③④

【保健体育課】

⑤⑥⑦

11,746

①②③④⑤⑥

⑦
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（予算科目　単位：千円）

文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

施　 策 　名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

障害者のスポーツ
活動・文化芸術活
動等の充実

社 会 福 祉 費 　障害のある方が心豊かに生きがいをもって生活で

きるようにするため、感染防止対策を徹底した上で、

障害者スポーツの普及・啓発、文化芸術活動の推進

を図った。

　これにより、障害のある方がスポーツ、芸術、文

化活動に参加する機会の充実が図られた。

①障害者スポーツ大会開催（4 日間）

� 参加者合計 623 人

②障害者スポーツ指導員等派遣

� 51 回派遣　参加者合計 693 人

③障害者スポーツ交流教室

� 36 回開催　参加者合計 896 人

④障がい者スポーツ指導員養成講習会� 受講 31 人

⑤障害者文化展の開催

　　地域展（国中）� 令和 4 年 10 月

　　地域展（富士・東部）� 令和 4 年 11 月

　　総合展� 令和 4 年 12 月

　　出展作品合計� 1,041 作品

⑥障害者芸術・文化祭の開催

� 令和 4 年 11 月　参加団体 37 団体

⑦舞台発表鑑賞会� 令和 4 年 11 月

⑧いえなか美術館の開催� 17 箇所　延べ 157 作品

⑨パラスポーツコーディネーターの配置� 2 名

⑩スポーツ用車椅子の整備� 3 台

⑪やまなしパラスポーツセンター（仮称）の設計

（ 22,366）

11,995

【スポーツ振興課】

①②③④⑨⑩⑪

【障害福祉課】

⑤⑥⑦⑧

［ 9,333］

①②③④⑪

社会福祉総務費

（ 4,424）

4,231

⑤⑥⑦⑧

体 育 振 興 費

（ 8,657）

5,724

⑨⑩
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